
音友レコード倶楽部ＰＲ動画！
「音友レコード倶楽部」を
わかりやすく説明したＰＲ動画を是非ご覧ください。

常連の参加者との共同製作です。
撮影、編集はギター奏者の永瀬晋が担当。
新規参加の前に、ぜひご覧ください。
YouTube配信中。

Ｍマガジン・サポーター（店舗情報の詳細は「音楽好きな友の会」公式ウェブサイトにてご確認下さい）
●公共機関
・区役所 中原区役所５Ｆなかはらっぱ 中原区小杉町 3-245　Tel.044-744-3113
・会館 川崎市国際交流センター 中原区木月祗園町 2-2　Tel.044-435-7000
・会館 川崎市生涯学習プラザ 中原区今井南町 28-41　Tel.044-733-5560
・会館 かわさき市民活動センター 中原区新丸子東 3-1100-12 　Tel.044-430-5566
・郵便局 川崎井田郵便局 中原区井田中ノ町 25-1　Tel.044-766-9724
・郵便局 川崎ブレーメン通郵便局 中原区木月1-31-5　Tel.044-455-1800
・郵便局 川崎木月郵便局 中原区木月住吉町11-12　Tel.044-411-9800
・郵便局 川崎木月大町郵便局 中原区木月大町11-27　Tel.044-722-3617
・放送局 かわさき FM 中原区小杉町1-403 武蔵小杉タワープレイス　Tel.044-712-1791
・推進協議会 「音楽のまち・かわさき」推進協議会 幸区大宮町1310 ミューザ川崎セントラルタワー 5階　Tel.044-544-9641
●元住吉西口（ブレーメン通り／井田中ノ町商店街通り）
・コミュニティーセンター 元住吉コミュニティーセンター 中原区木月1-29-18　Tel.044-422-3626
・音楽教室 SouleaveMusic School 中原区木月伊勢町10-1三起ビル302　Tel.044-750-8992
・鉄板焼 ゆうき亭 中原区木月1-28-16　Tel.044-434-6999
・ヘアサロン キャメルヘアーデザイン 中原区木月1-32-10 中嶋ビル1F　Tel.044-872-7375
・カフェ 水谷珈琲 中原区木月1-32-16 1F　Tel.044-577-4288
・音楽教室 ファミーユミュージックStudio 中原区木月1-32-22コトドオルウチダ 101　Tel.044-766-0184
・果物 フルッチョ 中原区木月1-35-1　Tel.044-433- 3338
・楽器店 スミノ楽器店ショールーム 中原区木月3-10-3　Tel.044-411-5516
・ドラム教室 ムールドラムス 中原区木月3-10-20 永塚ビル103　Tel.080-3354-3210
・コーヒー専門 MUI 中原区木月3-13-2　Tel.044-767-1368
・イタリア料理 オステリアボッカーノ 中原区木月3-17-16 新井ビル B1F　Tel.044-411-1003
・音楽教室 島倉 学ミュージックスクール 中原区木月3-35-1ART FLATS B1F　Tel.044-567-5940
・音楽教室 有隣堂日吉センター 中原区木月4-31-7　Tel.044-411-5701
・コインランドリー マンマチャオ元住吉店 中原区井田中ノ町4-1 メゾンアッシュ　Tel.0120-027-217
・理容室 Hair Salon Airs 中原区井田中ノ町 5-3 関根ビル1F　Tel.044-755-0273
・接骨院 井田名倉堂・栗山接骨院 中原区井田中ノ町 6-27　Tel.044-766-0850
・ヘアサロン 波照間 中原区井田中ノ町 8-1　Tel.044-797-5692
・カフェ フォレストコーヒー 中原区井田中ノ町 33-1　Tel.044-754-1156
・時計・貴金属 つだとけいてん 中原区井田中ノ町 33-2　Tel.044-766-6022
・不動産 福街不動産 中原区木月祗園町12-1　Tel.044-750-0409
●元住吉東口（オズ商店街通り）
・介護センター みずたま介護ステーション元住吉 中原区木月2-2-3 メゾンミール元住吉　Tel.044-430-6963
・鍼灸院 和式整体＆整心の『響氣』 中原区木月2-3-35 住吉名店センター 401 Tel.044-433-2880
・介護センター ツクイ 中原区木月2-8-5MKビル1-B　Tel.044-431-0027
・古本・ＣＤ 凸っと凹っと 中原区木月2-10-3 205 ベンチャーマックス　Tel.044-411-7959
・動物病院 シリウス犬猫病院 中原区木月2-10-6　Tel.044-789-9030
・調剤薬局 綱島街道薬局 中原区木月2-16-10　Tel.044-750-0374
・イタリア料理 自在屋 中原区木月4-10-6　Tel.044-433-5644
・STEAK ステーキグラム元住吉店 中原区木月住吉町 7-7　Tel.044-433-4129
・音楽教室 PCK Music Studio（桂 宏美ヴォーカル教室）中原区木月住吉町 21-5 鈴木ビル 3F-D　Tel.070-5597-2230
・ライブハウス パワーズ 2 中原区木月住吉町 21-5　Tel.044-455-0007
・音楽教室 Studio An（スタジオ・アン） 中原区苅宿4-48 　Tel 045-312-3146( 横浜アオバ楽器 )
●武蔵小杉近郊
・紅茶専門店・喫茶室 Tea House ローズマリー 中原区小杉町 3-70-4 ホーユウパレス1F　Tel.044-733-1076
・蕎麦店 そば あさひや 中原区小杉御殿町 2-42-7　Tel.044-722-1768
・珈琲店 Cafe TEMO（テモ） 中原区上小田中 6-1-5　Tel.044-755-8234
・喫茶店 Coffee Spot Life（ライフ） 中原区上小田中 6-22-13　Tel.044-722-0024
●元住吉近郊・他
・喫茶室 シンフォニー 川崎市幸区矢上11-1　Tel.044-599-3499
・調剤薬局 駒沢通り薬局 東京都目黒区中央町 2-40-8　Tel.03-6412-7318
・写真 PHOTO SHOP 銀嶺 東京都港区六本木7-8-4　Tel.03-3408-5406
・レストラン＆バー Public House ぴあにしも 川崎区小川町16-15ヒロサワビル103号　Tel.044-201-1668
・調剤薬局 オレンジ薬局川和町店 横浜市都筑区川和町1218-1F　Tel.045-929-1005
・カフェレストラン カンファー・ツリー 横浜市中区海岸通1-1横浜貿易協会ビル　Tel.045-211-2200
・ジャズ喫茶 マシュマロ 横浜市中区山下町 214 巴里堂ビル2F　Tel.090-2202-3294
・八百屋 八百屋ジャズ 東京都世田谷区等々力２丁目16-14　Tel.03-3701-3860
●宮城県仙台 /群馬県
・カフェ Antique cafe OLD TIME 宮城県多賀城市高崎 2-16-3　Tel.022-309-6728
・音楽教室 PCK Music Studio 大泉スタジオ 群馬県邑楽郡大泉町坂田 5-21-6　Tel.070-5597-2230

▲上記、サポーター記載は無料です。　※2025年4月22日現在

ヴァイオリンという楽器は、技術的に
とても難しい楽器と言われています。右
手と左手は別々の動作を行いながら正
しいフォームを維持し、様々な技法を駆
使しながら演奏しなくてはなりません。
そして何よりも「正しい音程」をとる難し
さ。私が最も苦労した（今でも！）部分で
もあります。ギターと違いフレットがない
指板の上で、ミリ単位の正確さを求めら
れます。純粋に指を置く位置だけでなく、
指の角度や押さえる力加減でも音程は
変わってきてしまうのです。では、ヴァイ
オリニストはどのようにして正しい音程
をとっていくのでしょうか。意識すべきポ
イントはたくさんありますが、最も大事だ
と思うことは「自分の音を聴く」ことです。
私も高校・大学時代に、師匠から何百
回・何千回と言われてきましたが、まずは
自分がどのような音を出しているかしっ
かり聴くことから始まります。自分が出し
ている音を客観的に聴くことは案外難し
く、録音や録画で聴いてみると思ってい

たよりも音程が外れていたり、多くの
ギャップが生まれます。そのギャップを
埋めるために、では指をどのように置い
ていけば良いか、どれくらい開けば良い
かと模索していきます。また、ヴァイオリ
ンでさらに重要なことは「倍音」を聴くこ
と。倍音というのは、一つの音を鳴らし
た時に、共鳴によって自然発生するいく
つもの音のことで、ヴァイオリンが出す
音にも倍音が多く含まれています。正し
い音程で発せられた音は、多くの倍音を
含む非常に豊かで心地よい音色になり
ます。その音がどのような音なのか、と
にかくじっくり自分が出す音に耳を傾け
て向き合うことを続ける、それが正しい
音程をとるためのステップになります。
ヴァイオリンは幼いうちから始めるのが
良いと言われるのは、そのように耳を鍛
える必要があるためです。（ヴァイオリン
に限ったことではないですね）
私もプロとして、心地よく豊かな音色

を常に追い求めています。

Bouno Naoki

ヴァイオリン奏者　坊野 称央己

ヴァイオリン王子が贈る "Buono!"なヴァイオリンのお話
ヴァイオリンと音程について

Fujita Junji

音友レコード倶楽部：藤田 順治

川崎市国際交流センター 川崎市生涯学習プラザ

第151回ランチタイム・ロビーコンサート多文化共生を考える講演会
「モーリー流　変わりゆく世界との調和」

●予定曲目
・ゆかいに歩けば
・靴がなる
・夕焼け小焼け
・ありがとうの花
ほか

●お問い合わせ
公益財団法人川崎市国際交流協会
TEL 044-435-7000　E-mail:kiankawasaki@kian.or.jp
ホームページ https://www.kian.or.jp/

●お問い合わせ
（公財）川崎市生涯学習財団 総務室 総務係 ロビーコンサート担当
TEL 044-733-5560　E-mail: concert@kpal.or.jp
川崎市中原区今井南町28-41
ホームページ https://kpal.or.jp/

［プロフィール］
地域に根付き、愛される合唱団を目指
し高津区で発足。今年創立18年目を迎
えます。保護者自主運営のもと、33名
が在団。指導は川崎の歌姫・桜井純恵
先生。

●日時：8月21日（木曜日） 
　12：00開場／12：10開演／12：40終演予定
●料金：無料
●場所：川崎市生涯学習プラザ・１Fロビー

●日時： ８月30日（土）14時～16時（開場13時30分）
●講師： モーリー・ロバートソン（国際ジャーナリスト）
●入場料：1,100円（自由席）
●会場： 川崎市国際交流センター
●定員： 200名（先着順）
●申込： ・川崎市国際交流協会のホームページ
 ・川崎市国際交流センターの窓口で直接申込
●主催： 川崎市国際交流センター
 指定管理者（公財）川崎市国際交流協会
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https://ontomo.jp

音友レコード倶楽部
レコードコンサートのプログラムは
・Light music/軽音楽の集い 
 & Jazz Date/ジャズの集い
・持ち寄りタイム/持参レコード/CDを
 楽しむ集いで開催中

2025年
8月は
お休みです。

出演：児童合唱団なかよしくらぶ／合唱、ピアノ伴奏

「サッチモ」のニックネームで愛されたジャズ界の巨人、ルイ・アームストロ
ング。
13歳のころ、少年院でコルネットを教わったことが音楽との出会いになった
様である。軽々とトランペットを吹きこなす驚異的な実力や、卓越したアドリブ。
それ以外にも独特な声による歌手として活躍された。しかし、私のルイ・アームス
トロングとの出会いはジャズではなく中学生の頃、聴いていた映画音楽であっ
た。
ミュージカル映画『ハロー・ドーリー !』(1969年)の主題歌“ハロー・ドーリー”
で、主演のバーブラ・ストライサンドとの2人での後半におけるデュエット、同年
の映画『女王陛下の007』挿入歌、“愛は全てを超えて”のスローバラードの楽曲
をあの独特なダミ声で浪 と々歌いあげている。
また、近年活躍している日本の男性ロックバンド「Suchmos（サチモス）」のバ

ンド名の由来は、ルイ・アームストロングの愛称「サッチモ」から来ているそうだ。

8月4日はルイ・アームストロングの誕生日
音楽好きな友の会（音友会）

13歳からヴァイオリンを始め上野学園大学音楽学部
を卒業。アーティストサポートやイベントに多数出演
する他、武蔵小杉・元住吉エリアにて出張レッスンや
オンラインレッスンも展開中。

Violinist・坊野称央己
OfficialSite
naokibono-violin.com

♬ 2025年8月未定のお知らせ！！♬
第200回音友レコード倶楽部は会場都合で未定です。
※詳しくは「音友会」のホームページでお知らせします。

Yuta Tanaka：ギタリスト
1987年横浜生まれ。20歳の時単身イギリスに渡り、その後オース
トラリア、マレーシア、フィリピン、ドイツ、スイスなど世界各国で
演奏活動を行う。2023年には3カ月かけて世界約20ヶ国を周遊の
「ピースボート世界一周クルーズ」で専属ミュージシャンとして乗船
し毎日の演奏で乗客を楽しませる。現在も各国での演奏活動を継
続し横浜のカフェレストラン・ライブ、YouTubeなど「ブルースと甘
く切ないバラード演奏」にリスナーから定評を受けている。

申込フォームは
こちら

▲世界最古の歴史を持つロンドンの地下鉄
　・アンダーグラウンド線の表示板

▲HELLO　DOLLY！

広島、富山で育ち、日本とアメリカ、両方の社会と教育を
体験されて感じたこと、培われたもの。そこから、コロナ
禍以降、急速に変化している世界情勢とその中で、私たち
は何を大切にし、強みにしていくのか。多様性、多文化共
生社会へ向かっている日本社会へのメッセージを語って
いただきます。

はじめまして、ソロギタリストのYuta 
Tanakaです。ギターは16歳から弾きは
じめ、18歳ごろから演奏活動にはいりま
した。16歳で音楽をはじめると言うのは
遅い位で、技術的には子供の時から
やっている人には敵わないと感じていま
したし、自分でも何かが足りないと思っ
ていました。そんな中20歳になりたての
頃、はじめてロンドンに単身で行きまし
た。なぜ「イギリスか」と言われると米
ロック界大御所ポール・サイモンが若い

頃ロンドンで暮らしていたという印象が
深く、またビートルズにブリティッシュ・ナ
イズされたアメリカの音楽にも興味があ
る時期だったからだと思います。
それまで海外旅行などした事なく、飛
行機すら乗った事ありませんでした。英
語なんてもちろん出来たもんじゃありま
せん。ただ直感に従いそこには見えな
いものに導かれる感覚がありました。こ
の2週間ほどの滞在が自分の人生を
180度変えたと言っても過言ではありま
せん。今まで日本で見てきた世界がい
かに小さいか、そして世界はもっと自由
なんだと感じました。この旅がギタリス
トして演奏活動をして行く事を決定づけ
た気がします。
当然ながらバックパッカー（１人旅行
者）で、いろいろな国の人に出会うのも、
あちこち泊まるのも初めてでした。そこ
には日本では感じられない人の優しさ

が在りました。また ホテルを探してやる
と言われてお金を騙し取られたりもしま
した。いろんなレストランやパブでフィッ
シュ &チップスを食べたり、アビー・ロー
ドにいったりなど観光もしました。時に
は地下鉄でギター演奏をして止められ
たりもしました(ロンドンの地下鉄はライ
センス制)。公園で英語で著した鈴木大
拙の『禅とは何か』を読んだりもしていま
した。
どれもが本当に良い想い出で掛け替
えのないものです。はじめていったロン
ドンの地下鉄の匂いも忘れません。これ
らの経験があってこそ今の自分の音楽
があります。もし「やりたい事！」がある
のなら是非ともやってみて欲しいです。
ゲーテの言葉で好きな言葉がありま
す・・・「直観は欺かない、判断が欺くん
だ」。
旅は続く。

ギタリスト：Yuta Tanaka
全てを変えたロンドン
世界旅と音楽～経験を音にする
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ソウリーヴ・ミュージック・スクール
SouleaveMusic School
http://souleave-music.com/
元住吉駅徒歩3分、武蔵小杉駅徒歩13分
チケット制 音楽教室 Tel 044-750-8992
レッスンは8：00～22：00開始迄、詳細は要連絡

 全国のミュージシャン、および音楽活動に関わる人をネットワークし、そして演
奏の場を創り、ライブと楽曲の発信活動の後押し、が目的です。元住吉から世
界に向けて配信しています。
演奏者の方々で「モットンクラブ」から配信希望の演奏動画も募集しています。
（近郊で企画、運営可能なスタッフも募集中）♪♪掲載登録アーチスト募集中！！♪♪

「思い通りに演奏できる！オカリナ上達のポイン
ト50」監修出版。神奈川・東京を中心に演奏活
動しています。
第二・四（水）、（金）には、武蔵中原駅近くのコー
ヒースポットライフにて、オカリナ体験できるレッ
スンや　オカリナのお悩み相談を受けるレッス
ンやイベントを開催中♪
2025年7/9（水）、11（金）オカリナ吹こう会&
花ミニライブを開催します。オカリナ持ってご
参加ください。ご予約受付中です。
予約受付　090-2436-5985　花

Demura Katsuaki

出村 克明Kotanagi Emiko

小棚木 恵美子
思い出し寄り道編/1977年頃ブラジル

Blues Key in A マイナーペンタトニック
（ブルーノート）

Course: Addicted to Guitar

Nagase Susumu

ブルースロックピン芸人　永瀬 晋

悩みは素敵
オカリナに誘われて
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いつもお世話になっております。今
回も引き続きギターを始めたばかりの
方への攻略コラムを紹介していきたい
と思います。前回からブルースセッショ
ンのお話がスタートしまして、Key in A
でのバッキングをご紹介をさせていた
だきました。今回は別途リードギターに
使う鉄板の音階と言われている「Aマイ
ナーペンタトニックスケール」のご紹介

です。この音階も丸覚え必須でござい
ますので、早速図のチェックをしていき
ましょう。ギターの指板上にスケールを
示していきますと端から端まで結構な
数の音になってしまいますが、実際によ
く使われるポジションは太線で囲った
ボックスポジションと呼ばれる形です。
音階は「6弦から左、右、5弦へ移動して
左、右、４弦へ移動」と順番に弾いてい

くと音程が上がっていきます。今回はと
にかくこのボックスポジションを丸覚え
していきましょう。テレビやネットを見な
がら指の運動にうってつけでございま
す。メトロノームを使うとなお良しです。
次回はこの音階を使った練習法を紹介
していきたいと思います！是非チャレン
ジしてくださいませ！

　前号からのつづき
　リオデジャネイロに着きました。この
地名は統治国であったポルトガル(ブ
ラジル独立は1822年)の探検隊が
1502年1月、リオデジャネイロに面して
いるグァナバラ湾を訪れた際に湾を川
と勘違いし１月に訪れた事からポルト
ガル語で「1月(ジャネイロ)の川(リ
オ)」と名付けたそうです。ボサノバの
題名みたいですね。因みにアントニ
オ・カルロス・ジョビンの“３月の水(雨)
/AGUAS DE MARCO”があります。
　滞在先はレブロン海岸のある地域で
リオではわりと高級住宅地の様でした。
ビーチも歩いて５分位、イパネマやコパ
カバーナと比べてそれほど観光客もい
なく落ち着いた町でした。家は菅野さ
んの知り合いが家主で、彼はお金持ち
のブラジル人女性の家に住んでいたの
で、都合よく住まわしてもらいました。
　僕等が滞在した家もそうでしたがブ
ラジルの住宅は大抵の家にトイレ、バ
スタブとは別に日本では目にした事が
無かったビデがありバスルームはタイ
ル張りで広めでした。
　僕が中学生の頃読んだ本で、うる覚
えですが英文学の面白い先生が著した
ヨーロッパ紀行の一節に或る日本人が
ビデを何であるか知らなく用を果たし
た失敗談が書いてあり、それがどんな
風にできているのかとか、どの様に使う
のかとか、中学生らしく金田一京介監
修の国語辞典で調べたりで考えあぐね
ていたのを思い出し、これがそうかと感
慨深いものが有ました。僕がヨーロッ
パを旅した時は気が付かなかったので
すが、調べたところビデはフランスから
イタリア、スペイン、ポルトガルに伝わり
中南米へと広がり1975年には設置が
義務付けられたため、現在でも高い普
及率となっています。と、ありますが本
当ですかね米国はしかり、僕が行った

他の国々で見た思いは無いです。貧乏
旅行だったからでしょうね。日本では
シャワートイレが暫くして普及しだしま
した。てな事で久しぶりに湯ぶねに浸
かり隣に鎮座ましましているビデを眺め
ながらバス旅の疲れを癒しました。
　大抵朝遅くまで寝
ていましたが遠くから
聞こえてくるスルドの
音で目を覚ましまし
た、その時は気に留め
なかったのですが学
校のサンバ部活かカーニバルに向けて
の練習だったのかもしれません。浮世
離れ隊(UFO撮影)活動開始で二、三日
はビデオ機材をビーチに運び三脚を立
てUFOを待っていました。が、冬(この
季節日本は夏)とは言えど肌ジリジリの
炎天下、機材をビーチ脇に設置したま
までは海にも入いれず一途に座り続け

ていました。砂
浜はアゴゴを叩
きながらのアイ
スクリーム売り
やビキニスタイ

ル のお嬢さん
達、そのほうが気
に な り、UFOを
見つける前にま
ず 機 材なしで
行って目の保養
をする事に。と、
海に入りました
が、それほど深くない所で波に飲まれ
呼吸が出来なく苦しい思いをし、これは
不埒な想いに耽る僕をイエマンジャが
戒めたのかと。妙に信心深くなり後は
神任せと、ご都合主義で大事なのは何
事もタイミングだと云うことでビデオ機
材での撮影はお休みする事にしまし
た。するとタイミングが良いのか悪い
のかビデオ機が故障しました。それか

パーカッション奏者
コンセプチュアルアーチスト
現代アートでは空気、無を梱包して送る
エアメールアートを展開している。

らは8mmカメラを携帯する事に。この
頃はまだビデオが普及してなく直す為
に菅野さんは領事館の知り合いに聞い
てやっと修理屋を探しましたが、機材を
預けて何時行っても「明日またね」の
「アテ アマニャン」とか「アスタ マ
ニャーナ」で「アシタ間ニ合ウナ」と聞こ
える様にとは違って「アシタ間ニ合ワナ
イ」日々が続きました。僕は呑気にアマ
ゾン探検などを空想し、ジャングルで
ジャガーとの鉢合わせに備えての短剣
を買ったりで。バカでしたね。その何年
か前、アルジェリアへ行った時無謀にも
サハラ砂漠を渡ろうと考えた時と同じノ
リの妄想でした、その時はアルジェのサ
ハラ砂漠関係の所で許可が必要だと
か言われてやめたのですが。アマゾン
もそうでした。
　とりあえずはリオデジャネイロから片
道。３，４時間でのバス旅でカボ フリヨ
へ。名前の確認などSNSで調べたとこ
ろ今や美しいビーチとしてイパネマやコ
パカバーナからも人が来るほど有名に
なっています。当時は・・・・
　次号へ���������

@emikokotanagi
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Instagramも是非のぞいてください
https://www.instagram.com/emikokotan
agi/

中学生からクラリネットも今だ続けて
いますが、音色を綺麗にしたいって、あ
んまり意識したことがありませんでし
た。それよりもいかに細かな動きに対
応できるようになるかが、いつも課題で
した。一番わかりやすい練習として、楽
器を習い始めると、色々な基礎が身に
つくように音階の練習を、色々なパター
ンで練習します。これも以前の私には
指の練習でしかありませんでした。今
はオカリナで音色を追及したり、アドリ
ブの勉強で教わった色々な音の響きの
違いを感じたりして、スケールを吹くと
きも、自分の音色を楽しみながら、あー
この調はこんな音がするんだなって思
いながら練習出来ます。これもオカリナ
のおかげ。内緒ですがつまらなかった
音階練習は今はとっても楽しい練習に
なりました。
色々なプレイヤーの演奏を聴いても、

どうしても指が回る演奏に、テクニック
があってすごいと思って憧れてしましま
した。この人の音素敵とか、この歌い方
素敵ってなかなか思うことがなかったよ
うに思います。これは自分
が音色というものにあまり
関心をおいていなかった
ので、感じずらくなってい
たのかもしれません。今は
音色や音の雰囲気など　
とっても興味津々で聴くよ
うになりました。

オカリナに出会って、今まで考えてい
なかった悩みと沢山出会いました。音
色のことや、フレーズの吹き方とか、ビ
ブラートのことなどです。今までは、指
をいかに早く動かすかとか、タンギング
はどうしたら早くなるかとかそんな事ば
かり考えていて、もっと　演奏するのに
大切なことがいっぱいあるのに、考え
が及びませんでした。
一番変わったのは、今までは人に聴
いてもらう演奏を目指していなかった
事もあります。オカリナはあまり知られ
ていないので、この仕事を始めて、ま
ず自分で演奏して知ってもらう事が大
事だと思えたのがとっても良かったん
ですね。オカリナの一番の良いところ
は音色だと思うので、いい形で伝えた
いと思って。だから、沢山の悩みが湧
いてきて、自分を成長させてくれた。
悩みってこんな素敵なものなんて、今
まで思ってもみなかった。クラリネット
も今は音色を存分に楽しみながら演
奏しています。
悩んだ結果のご褒美ですね。

アメリカの有名な音楽バラエティ番組
のひとつに『エド・サリヴァン・ショー
(The Ed Sullivan Show)』がある。1948
年から'71年まで続いた長寿番組であ
り、出演したゲストはクラシック、オペラ、
ジャズ、ポピュラー音楽の演奏家やシン
ガー、またコメディアン、バレエダンサー、
曲芸師など多岐にわたっていた。出演
にあたってはオーディションがあり、その
合否基準も厳しいものであったようだ。
現在Youtubeで正規の専門チャンネル
があり、当時の出演者の歌唱・演奏を見
ることができる。1960年代にはザ・ピ－
ナッツ、坂本九、ジャッキー吉川とブルー
コメッツ、ナンシー梅木、雪村いづみと
いった日本人も出演している。そんな中、
出演者に『Tokyo Happy Coats』という
日本人ガールズバンド(写真①②、以下

『THC』と略す)を見つけた。
トーキョー・ハッピー・コーツ？聞いた
ことがないぞ…にわかに興味が沸き、い
ろいろ調べてみた。まず、彼女らは実の
日本人姉妹とのこと。ハコモリ・エイコ、
ケイコ、ショウコ、トミコ、ルリコという名
前だそうだ。「ハコモリ」という姓はあま
り聞かないが、箱森または箱守という漢
字のようで少ない苗字であろう。元々は
「The Gay Little Hearts」というグルー
プ名で1950年代半ばから日本各地の
米軍基地などで演奏しており、東京・赤
坂のナイトクラブ『Latin Quarter』にも
出演したことがあるらしい(力道山が刺
されたNew Latin Quarterではなく、そ
の前身のナイトクラブ。1956年に火事
で焼失)。1964年頃まで日本で基地出
演などを続けたが、その後活動拠点を

アメリカに移してグループ名を『THC』
に改称したという。なお「Tokyo Happy 
Coats」のバンド名は法被(はっぴ＝
Happy Coat？)と掛けているらしく、出
演映像を見ると法被のような衣装の時
がある。
『THC』の音源だが、アメリカの独立系
レーベルより1970年に2枚のアルバム
とシングル盤がリリースされているのみ
である(写真③はその1枚)。CD化はさ
れておらず、日本では過去よりレコード、
CDともにリリースされていない。曲や
演奏スタイルについては字数の制限が
あるので、ここでは触れない。Youtube
等をご覧いただきたいが、①②の写真
からイメージされるとおりのサウンド、と
記しておきたい。実は筆者は彼女らのレ
コードは持っていない。今となっては極
めてレア盤であり、ネットオークションな
どにもほぼ挙がらない。以前、中古レ
コード店のWebサイトで③の中古盤が
売られていて13,000円の値がついてい
たが、見つけた時にはSold Outだった。
『THC』は1970年代中頃までは活動し
ていたようだが、はっきりしたことは分か
らない。ご健在なら皆さん80歳代と思
われるが、お元気なのだろうか。いろい
ろ謎が多く、興味は尽きない。

Ohba Akihiro

DJ担当：大場 アキヒロ

幻の日本人ガールズバンド "Tokyo Happy Coats"

特別寄稿　Conversations　音友レコード倶楽部・音楽談議

特別寄稿　Conversations　音楽談議

◀Elis Regina & 
　Tom Jobim 
　/ Aguas de Marco  
　３月の水(雨)

◀Al Gafa Quinteto 
　/ Leblon Beach
　レブロンビーチ

◀港の見えるホールでデュオライブ

▲③『THC』のLPアルバム▲②宣材写真2▲①宣材写真1

６月号では筆者が40年間愛用してい
るアナログレコード再生システムを紹
介しながら購入した頃の思い出話を
綴ってみたが、本格的にオーディオに興
味を持ち始めた頃が無性に懐かしく
なってきた。そこで今回は中学生頃か
ら始めたスピーカーユニットいじりにつ
いて語ろうと思う。1970年代、自宅に
あったオーディオは、レコードプレー
ヤー、チューナー、アンプ一体型の「モ
ジュラーステレオ」と呼ばれたメーカー
不明のかなり古いもの（写真①はイ
メージ）で、付属のスピーカーは10cm
程のごく簡易なフルレンジだったと思
う。このセットで特に不満なくＦＭ放送
の音楽番組等を聴いていたが、デパー
トのステレオ売り場（当時のデパートに
は必ずあった）で初めて耳にした本格
システムコンポからの音があまりにも
豊かで、自宅の音が『何だか全体的に
こもっていて物足りない・・・』と感じ始
めた。と同時に、音の最終出口であり
音質を決定づけるスピーカーユニット
に興味が湧き、自然とスピーカー関連
の本を読み始めるとともに「音楽をもっ
と良い音で聴きたい」と言う思いが強く
なっていった。しかしお小遣いでは新し

いスピーカーはとても買えない・・・そこ
で出会ったのが「スピーカーシステムの
自作」である。早速、最も手軽に音質を
改善できるという「ツイーターの追加」
を実践。コーラルの廉価なホーンツイー
ター H-30（写真②）をお年玉で（笑）買
い、クロスオーバー周波数を4kHzに設
定し自宅のモジュラーステレオのス
ピーカーの上に乗せてみた。音を出し
た時の衝撃は今でも忘れられない。シ
ンバルがパシーン！と鋭く鳴り、ボーカ
ルの輪郭が浮き上がり、全体の解像度
が劇的に上がった。ここからオーディオ
の魅力とHi-Fiスピーカーシステムの自
作にはまっていった。今度はもっと低音
の迫力が欲しくなり、モジュラーステレ
オの古いフルレンジユニットを取り外し
てテクニクスのEAS-10F10（写真③）に
交換してみた。キャビネットのサイズが
ちょうど良かったのか、低音が豊かでバ
ランスの良いバスレフ型2ウェイシステ

ムとなり、本格的な音を自分で作り上げ
た嬉しさに浸りながら音楽を聴く日々
が始まった。その後高校、大学時代に
も色々と自作し、最終作はコーラルの
20cmフルレンジ8A-70（写真④）にフォ
ステクスのスーパーツイーター FT90H
（写真⑤）を組み合わせたシステムで、
社会人になって中古のJBL4410を購入
したところでお役御免となった。スピー
カユニットやネットワークパーツ選びの
際に親身に相談に乗ってくれた秋葉原
ラジオストアの「コイズミ無線」、神田の
万世橋の横にあった「ヒノオーディオ」
は懐かしい思い出のショップである。

Shiranita Kazuhiro

DJ担当：白仁田 一浩

楽しかったスピーカーシステムの自作

▲⑤FOSTEX 
　FT90H

▲④CORAL 8A-70▲③Technics EAS-10F10▲②CORAL 
　H-30

▲①モジュラーステレオ

先日、生徒さんの発表会を熊本で
やって来ました。
割とご高齢の方中心の生徒さんです

が、JAZZを筆頭に、フォークソング、洋
楽、演歌を吹きながら歌ってしまう等
様々なジャンルに渡ります。通常発表
会というと、ホールを借りて正装して、緊
張感の漂う感じですが、僕の行っている
発表会は、お酒を飲み、食事をしながら
と言うリラックスしたものです。
どうしても演奏する方は、緊張感たっ
ぷりで、手や足が震えたりしますが、そ
れを少しでも和らげる為に事前インタ
ビューや、その場での予行演習など、で
きるだけ硬さをとっての演奏をする様

に心がけています。結果、間違えても本
人の出来はイマイチでも、お客さんの
声援や拍手は盛大に盛り上がり、演奏
された本人もとてもハッピーになれる
様です。
もし、失敗してどうしようもない時は、
最初からやり直しもあり！なんです。
そんな楽しい会には、サックス以外
に、弾き語りや、バンド、三味線、二胡、
プロの演歌歌手等バラエティーに飛ん
だ演奏内容となり、そのタイトルも「サッ
クスと音楽を楽しむ会」となるのです。
来年は記念すべき第20回を迎え、何

かイベントをと考えています。

Yonezawa Mitsugu

サックス奏者：米澤　貢

サックスを演奏する事
サックスと私
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▲スルド

▲アゴゴ

▲ビキニスタイルのお嬢さん 
　/ ブライアン・ハイランド-1960
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